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大阪大学グローバルCOEプログラム「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」

Student Conference on Innovative Electronic Topics
(SCIENT 2010)

広い視野と深い懐をもつ人材育成のために

　　　越した研究シーズを活かし、最先端の電子デバイスイノベーションを創出できる人材育成と次世代電子デ

　　　バイスの研究開発を目指すグローバル COE プログラム｢次世代電子デバイス教育研究開発拠点｣が、多様

な教育プログラムの一環として、第 2 回学生主催国際会議 (SCIENT2010：Student Conference on Innovative 

Electronic Topics 2010) が、2010 年 7月28日～29日の2日間にわたり大阪大学銀杏会館で開催されました。

　　　CIENT2010 の特徴は、講演者の選出、講演依頼、広報活動、当日の運営に至るまで、国際会議運営の

　　　すべてのプロセスを博士課程の学生が担当、実践した点にあります。電子デバイスに関する幅広い研究

分野から学生の興味を持った講師に講演依頼し、国内外の研究者との交流を深め、プロジェクト運営の経験を

積むことができましたので、今回の経験を活かし、さらに学生の視野を広げてくれるものと期待されます。

グローバル COEプログラム「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」第 2回学生主催国際会議

主要プログラム

● 2010 年 7月28日 (水 )
【 基調講演 】 

　Jin Jang( 慶熙大学、韓国 )

【 招待講演 】

　柴田　肇 (Analog Devices、カナダ )

【 ポスターセッション 】

● 2010 年 7月29日 (木 )
【 基調講演 】
　西村　正 (ルネサス、日本 )
【 招待講演 】
　Maxim Shkunov(University of Surrey、英国 )
　Richard D. Averitt(Boston University、米国 )
【 オーラルプレゼンテーション 】
【 閉会式・表彰式 】
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大阪大学大学院工学研究科 電気電子情報工学専攻（E1-216号室）

大阪大学グローバル COEプログラム「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」事務局

〒565-0871 吹田市山田丘 2-1 TEL06-6876-4711　

E-mail:office@gcoe.eei.eng.osaka-u.ac.jp　URL:http://www.eei.eng.osaka-u.ac.jp/gcoe/大阪大学

シ ン ポ ジ ウ ム レ ポ ー ト
実行委員の声

実行委員長

　升本恵子

副実行委員長

　金子亮介

　小玉崇宏

実行委員

　大道哲二

　金城隆平

　田頭健司

　Achara Pichetjamroen

● 実行委員長／升本恵子・博士後期課程 2年
　私は実行委員長を務めました。それぞれの仕事は難しくありませんでしたが、大変だったのは、仕事量が多

いことです。実質的な仕事は主に他の実行委員が行ってくれましたが、それぞれの仕事の現状を把握すること

が大変でした。毎日何通ものメールでコンタクトをとり、研究室を行き来し、全ての仕事の現状を把握するこ

とに努めました。そして、どの仕事を優先すべきなのかを考え、その仕事に人員を割き終わらせました。実行

委員が時間に追われながら分担した仕事を一生懸命かつ要領良く行ってくれたため、私自身は時間に追われる

ことなく学会当日を迎えることができました。

● 副実行委員長／金子亮介・博士後期課程1年
　私は今回の SCIENTで招待講演者の招聘を担当しました。電気工学の様々な分野の重鎮とのコンタクトは緊

張の連続でしたが、結果的に素晴らしい五名の講演者を招聘することができ大変満足しています。会議におい

ては座長のサポートを担当しましたが、大きなトラブルもなくスムーズに進行できたことは大きな自信につなが

りました。

● 副実行委員長／小玉崇宏・博士後期課程1年
　今回の SCIENT2010 にて、評価担当をさせていただいて一番印象的だったことは、Plenary及び Invited 講

演者の方々にOral Presentation の評価をいただけるよう依頼に行った時、全員快く引き受けてくれたことで

す。この評価システムは非常に面白いとコメントいただけたことも非常に嬉しい一言でした。一方、実行委員

の活動としては、前回の SCIENTの教訓を活かして、実行委員メンバー全員とディスカッションを繰り返してい

く内に、より良い形を作ることができたと感じています。

● 実行委員／金城隆平・博士後期課程２年
　学会開催の準備には、普段参加しているだけではとても気付かないような細かいところまで気を配る必要が

あり、非常に勉強になりました。少しは先生方の苦労がわかるようになったかと思います。反省点もありますが、

準備期間が十分にあったとは言えない中で大きなトラブルもなく会議が無事に終了したことにほっとしていま

す。

● 実行委員／大道哲二・博士後期課程1年
　私は今回 SCIENT 実行委員の会場係をさせていただきました。この中で任された会場のネットワーク設定が

何時間かけてもうまくいかずとても辛かったです。しかしながら実行委員をしたことで他の研究室の人や研究

内容を知る機会をより多く持てたことがよかったです。今回リーダーを筆頭に SCIENT 実行委員のメンバーや先

生方、事務局の方々、RAの方々の助けがあり無事 SCIENTを終えることができたと思っています。この場を借

りて深く御礼申し上げます。

● 実行委員／田頭健司・博士後期課程1年
　私は広報担当として、ホームページの管理や予稿集、名札、看板のデザインを行いました。苦労した点や、

他の実行委員メンバーに手助けしてもらった点が多くありましたが、学会当日に参加者全員が、我々が作成し

た名札を首から下げ、我々が作成した予稿集を片手にディスカッションを行っている姿に、非常に感慨深いも

のがありました。

● 実行委員／Achara Pichetjamroen・博士後期課程1年
　　I feel very pleasure to be a part of this committee. Even, this is my first time that I have a chance to organize the 

international conference like this. I gained a lot of experiences from this event. The first thing is friendship, even 

though I am not Japanese and I cannot communicate well with Japanese language. Everyone still try to communicate 

with me in English. The second thing is I can understand the Japanese working style. Everyone is doctoral student, who 

is very busy, but we are trying to have a meeting and preparing this conference around three months before the 

conference is started that means we put a lot of effort in this work. Next, I had a very good opportunity to meet the 

excellent professors and students from around the world. They gave very great lectures about the innovation in this 

field of study that is the valuable knowledge for me. Finally, I would like to thanks for everyone who put an effort to 

make such an excellent conference like this with great feedback from participants.
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